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地学会２作品、第 62回長野県学生科学賞入賞（９月 28日） 
県教育委員会と県科学教育振興委員会の主催による学生科学賞作品展覧会が、去る９月 28 日に

上田市文化センターで開催され、同時に審査も行われました。その結果、本校地学会所属の３年小

俣さんと藤井さんによる が優秀賞に、２年上条くんの

が県議会議長賞にそれぞれ選ばれました。いずれも地道な研究の積み重ねが高く評価

されたも

ので、地

学会の活

動に心か

ら敬意を

表したい

と思いま

す。なお、

上条くん

の研究は

全体の２

番目に当

たる賞で、

中央審査

出品作品

としての

推薦も同

時に決ま

りました。 

三校ＰＴＡ交流会開かれる（10月５日） 

長野高校、上田高校、本校の３校のＰＴＡの代表が

一堂に会して交流を行う年に一度の集まりが、本校を

会場にして行われました。まず、１棟会議室で本校の

歴史や日頃の教育活動の一端を放送委員会制作班の生

徒たちがビデオで紹介。その後、５時限の授業をご覧

いただき、教育会館に移動。音楽部合唱班の生徒の発

表、各校ＰＴＡ活動の紹介、そして最後は懇親会と盛

りだくさんの内容となりました。この三校は、旧制中

学時代からライバルとして競ってきた仲です。それぞ

れ、学校の校風や生徒の気質が異なり、県庁お膝下の長野高校、古色蒼然たる真田城址に建つ上田



高校、そして本校と、それぞれ地域の文化や風土に育

まれた気風を持っています。三校は文武両道をモット

ーに部活動が盛んですが、学習面では中高一貫校が

続々と生まれ、新幹線も通り、受験の激戦区となって

いる東北信地区に比べると、本校はちょっと泰然自若

としている感もあります。それがまた本校の良さでも

あるとは思いますが、もう少しがつがつしてもいいの

ではないかとも思います。ＳＧＨ指定の両校に触発さ

れる面もあり、三校がいい意味で刺激し合い切磋琢磨

できるような、よきライバルであり続けたいものだと感じた半日でした。ホスト役として準備から

運営までご苦労いただいた本校ＰＴＡ正副会長と研修委員会の皆さま、たいへんお疲れ様でした。 

土曜公開授業と 20回生による１学年特別講義（10月 13日） 
深志 20回の皆さんは昭和 43年３月の卒業、今年卒業

50周年を迎え、記念事業の一つとして、１年生を対象と

した特別講義を土曜日の３時限に行っていただきまし

た。毎年恒例となったこの企画、様々な分野の第一線で

活躍されてきた方々からご自身の体験談を直接お聞き

できる機会で、生徒にとっては貴重なキャリア教育にも

なっています。今回も 20回生を代表して 10名の皆さま

に、芸術・建築・経営・医学・マスコミ・自治体等 10

の分野に渡って講義をしていただきました。毎回のこと

ながら、卒業生の皆さんが活躍されている分野は多岐に

渡っていて、深志の底力、多様性、層の厚さというもの

を実感する機会にもなっています。また、母校援助として保健室用の車いす、美術室の生徒用工作

台、家庭科室用の書画カメラ等、学びのための環境整備も進めていただきました。本来ならば県費

で購入すべきものばかりですが、財政状況が厳しいなか、県費では賄えない部分も

多々あり、本当にありがたい限りです。この場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

その他の話題 

★ 電子黒板等のＩＣＴ機器が各教室に整備されたことに伴いＩＣＴ支援員（ベネッ

セの沓掛さん）が 12日に来校され、先生方の質問や相談にのっていただきました。 

今週の予定（Ｂ２） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１５ 月 学年会 西牧 t研究授業 

１６ 火  高校教育課用務 

１７ 水 補欠選挙・再選挙 成績会議・職員会議  

１８ 木 防災訓練 県立校長会議 

１９ 金   

２０ 土 校外模試（３年） 松商学園創立 120周年記念式典 

２１ 日  藤本第 18代校長叙勲祝賀会 

２２ 月 （Ａ１） 職員胃検診 学年会 中高代表者会 

 

講義「私たちはどこからやってきてどこに行くのか」 


